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研究成果の概要（和文）：欧米諸国で問題となっている日本産イタドリを生物的に防除する目的

で、日本各地のイタドリ群落に発生する糸状菌病の探索と防除素材の選抜を行った。さび病と

斑点病が主要な病気であることを明らかにすると同時に病原の同定を行った。生物的防除能並

びに安全性評価の観点から斑点病の病原である Mycosphaerella polygoni-cuspidati が有望な防除

素材であることを室内実験と野外調査の結果から選抜した。更に日本産イタドリ葉内には多種多様な糸状

菌が多数生息しているのに対して英国産には内生菌の種類と生存量が著しく低く共進化現象解明のモデ

ルとして本雑草が有効な素材となりうることを示した。また内生菌の中には斑点病菌に随伴するとともに

発病を助長するタイプの菌種を見出し、生物防除補助素材としての利用可能性を解明した。 
 
研究成果の概要（英文）：Japanese knotweed has been in the UK since the early 19th Century, 
but it is only in relatively recent times that the plant has shown itself to be a cost to urban 
development and a threat to biodiversity.  The weed distributed in the UK is one female 
clonal plant originated in Japan, so species specific to the host hold a great potential to 
control this weed biologically.  The objectives of this study were survey natural enemies, 
especially phytopathogenic fungi infected to the weed, identification of the collected 
phytopathogenic fungi, and investigation of possibilities of the potential phytopathogenic 
fungi as biocontrol agents.  Mycosphaerella polygoni-cuspidati was identified as a causal 
pathogen of leaf spot disease, and evaluated as an effective biocontrol agent. Moreover, 
many kind of endphytic fungi were isolated from the Japanese native plants.  Among 
these isolates, disease enhanced fungi were detected.   
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１．研究開始当初の背景 
イタドリ(Fallopia japonica)は日本原産のタ
デ科多年生雑草である。19 世紀前半、シーボ
ルトが九州からオランダに雌１株を観賞用
として持ち込んだ。ところが、本植物は繁殖
力が高く、植物病原菌や天敵が存在しないた
め、他種在来野生植物との生存競争に打ち勝
ち、欧米諸国において急速にその生育範囲を
拡大している。さらに道路や住宅などのコン
クリート、古代遺跡などを短期間のうちに浸
食するなど経済的損失が大きく、特に英国で
はその被害が深刻である。現在、薬剤散布に
よる化学防除が行われているが、その費用は
年間 3000 億円以上に達しており経済的負担
が大きく、環境に及ぼす危険性も高い上に薬
剤耐性のイタドリが出現しつつあり、難防除
有害雑草となっている。 
 
 
２．研究の目的 
日本では病原菌や天敵などの存在により、他
種植物との間で生物多様性が保たれており、
有害雑草にはなっていない。そこで日本のイ
タドリ群落に生息する植物病原菌や植食性
昆虫の中から本雑草に対して有効な生物種
を選抜し、特に被害が深刻な英国において伝
統的生物的防除法の適用を試みることが研
究の目的である。 
 
３．研究の方法 
（１）病原糸状菌の確定と分子系統解析 
生物的防除素材として有望な病原菌あるい
は内生菌の同定を行う。また分離菌について
rDNA遺伝子に基づく系統解析により分類学
的位置づけを明らかにする。 
 
（２）防除素材として有望な病原菌について、
最適な培養並びに接種条件などを検討する。 
 
（３）イタドリ関連糸状菌の生態的挙動や病
原菌との相互関係について解明する。 
 
４．研究成果 
（１） 日本各地のイタドリ群落において
病原菌並びに植食性昆虫の探索を行い、
斑点病菌(Mp)が優占的に分布し、イタドリに
特異的に病原性を示すことを明らかにした
（図１）。さらに本病原菌の系統分類学的な

位置づけを解析し、新たに斑点病菌(Mp)とし
て再記載するとともに新基準菌株を選定し
た(Kurose et al., 2009) （図２）。また Mp の
生活環は不完全世代をもたず偽子嚢殻及び
精子器のみを有し、群落内で完結することを

解明した（図３）。一方、イタ
ドリを食害する天敵昆虫とし
て 186 種の存在を確認すると
同時にイタドリマダラキジラ
ミ(Ai)の宿主特異性と室内で
の顕著な食害力を見出した
（Shaw et al., 2009）（図４）。 
 
（２） 日本及び英国におけるイタドリ健全
葉内に生息する内生菌相を比較解析したと
ころ、全ての日本産の葉内には多種多様な内
生菌が生息しているのに対して英国では都
市部に自生するイタドリ葉内には菌類が全
く生存しておらず、郊外に向かうにつれて内
生菌の感染と菌種の多様性が増大する傾向
が見られることが明らかとなった（図５）。
このことは約 150 年間にわたるイタドリと糸
状菌との間の共進化現象の存在を示唆する
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図２.  rDNA-ITS領域の塩基配列解析による分子系統樹
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ものである。一方、長崎県島原市のイタドリ
斑点病群落から、斑点病菌（Mp）に随伴する
同属の内生菌を発見し、本菌を新種（M. 
shimabarensis 略号 Ms）として提案した
（Kurose et al., 2009）。本菌種は現在までのと
ころ、島原市の群落からのみ見出されており、
その地理的特異性と Mp との進化的関連性に
ついての学術的関心が持たれる。 
 
（３）内生菌と斑点病菌（Mp）との相互関係
について検討したところ、内生菌の中には
Mp による発病を抑制するもの、病徴進展を
助長するもの、さらに病斑形成に対して全く
関与していない（中立的な）ものが存在して
いることを明らかにしている（図６）。この
現象は、高い発病助長誘導能を示す内生菌
（Ms）は生物的防除の相乗的素材として利用
できる可能性を示唆するものである。 
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